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「
地
域
力
強
化
検
討
会
」
が
考
え
る

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
と
は

「
地
域
力
強
化
検
討
会
」
で
は
、
他

人
事
を
「
我
が
事
」
に
変
え
て
い
く
よ

う
な
働
き
か
け
を
す
る
機
能
が
必
要
と

し
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
を

次
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

①
自
分
や
家
族
が
暮
ら
し
た
い
地
域
を

「
他
人
事
」
で
は
な
く
「
我
が
事
」

と
し
て
考
え
る

②
「
地
域
で
困
っ
て
い
る
課
題
を
解
決

し
た
い
」
気
持
ち
で
活
動
す
る
住
民

を
増
や
す

③
「
一
人
の
課
題
」
を
住
民
と
専
門
職

が
一
緒
に
解
決
す
る
過
程
を
経
て
、

住
民
一
人
ひ
と
り
を
支
え
る
力
を
つ

け
る

こ
れ
ら
が
互
い
に
影
響
し
合
い
、経
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で「
我
が
事
」
の

意
識
が
醸
成
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
「
丸
ご
と
」
に
つ
い
て
は
、「
複

合
課
題
丸
ご
と
」「
世
帯
丸
ご
と
」「
と

り
あ
え
ず
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
機
能

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
つ
は
住
民
に
身
近
な
圏
域
（
最

大
で
も
小
学
校
区
程
度
の
エ
リ
ア
を
想

定
）
と
市
町
村
圏
域
と
に
整
理
さ
れ
、

特
に
複
合
的
に
絡
み
合
う
課
題
や
相
談

者
だ
け
で
な
く
世
帯
全
体
が
抱
え
る
課

題
、
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い
課
題
を
と

り
あ
え
ず
受
け
止
め
る
場
づ
く
り
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的

な
相
談
支
援
体
制
の
必
要
性
を
強
調
し

て
い
ま
す
。
多
様
化
・
複
合
化
し
た
課

題
や
制
度
の
狭
間
の
問
題
に
対
し
て

は
、
福
祉
関
係
以
外
の
多
岐
に
わ
た
る

分
野
が
連
携
・
協
働
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
際
、「
支

え
ら
れ
る
側
」
と
「
支
え
る
側
」
が
固

定
さ
れ
な
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の

体
制
整
備
に
向
け
た
具
体
策
を
地
域
福

祉
（
支
援
）
計
画
に
記
載
し
、
福
祉
分

野
の
様
々
な
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、国
で
は
地
域
福
祉
（
支
援
）

計
画
の
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を

進
め
て
お
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児

童
・
そ
の
他
の
福
祉
に
関
し
、
共
通
し

て
取
り
組
む
べ
き
事
項
や
包
括
的
な
支

援
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
が
盛
り

込
ま
れ
る
な
ど
、
国
・
県
・
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、責
任
を
も
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
今
後
も
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
市

町
村
に
お
け
る
体
制
整
備
の
際
に
生
じ

る
課
題
や
可
能
な
対
応
に
つ
い
て
整
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
が
目
指
す
も
の

本
会
が
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と

進
め
て
き
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
で
は
、
住

民
の
生
活
福
祉
課
題
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
で
き
る
総
合
相
談
・
生
活
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
方
々

の
安
心
し
た
生
活
に
向
け
た
小
地
域
を

単
位
と
す
る
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
推

進
基
盤
づ
く
り
の
ほ
か
、
地
域
住
民
の

お
互
い
さ
ま
の
地
域
づ
く
り
、
地
域
福

祉
活
動
の
専
門
職
や
地
域
で
の
担
い
手

の
養
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
み
は
、
検
討
会
が
ま

と
め
た
方
向
性
と
重
な
る
部
分
が
多

く
、
本
会
は
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
た
と

言
え
ま
す
。

し
か
し
、
各
種
相
談
機
関
等
の
受
託

状
況
に
よ
っ
て
各
地
域
の
取
組
み
や
成

果
に
差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
会
は
、
平
成
25
年
に
「
地

域
福
祉
再
構
築
研
究
会
」
を
設
置
し
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

６
つ
の
重
点
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
度
に
は
小

地
域
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
横
断
的
・

総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築
に
つ

い
て
検
討
・
提
言
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
う
し
た
福
祉
施
策
や

諸
制
度
等
の
動
向
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
考

え
方
・
方
向
性
の
再
構
築
を
進
め
な
が

ら
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地域共生社会の実現に向けて、厚生労働省「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部に設置さ
れた「地域力強化検討会」において議論が進められ、平成29年９月に「最終とりまとめ」が公表
されました。その内容は、秋田県社会福祉協議会（以下「本会」という。）が全県で進めている「地
域福祉トータルケア推進事業（以下「トータルケア」という。）の方向性と重なる部分が多いこ
とから、本会はトータルケアの再構築を図るとともに、秋田県地域福祉支援計画と連動した秋田
県地域福祉活動計画の策定を進めています。
今号では、こうした動きにあわせ、本会における地域共生社会の実現に向けた取組みをご紹介します。

地域共生社会の実現に向けて

特
集
①

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組
み
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地 域 共 生 社 会 に 関 連 す る 本 会 の 取 組 み

平成21年

平成25年

平成28年

平成29年

平成17年

～

【モデル社協の主な取組み】
湯沢市：住民座談会等の定着（地域アセスメント力の向上）、アウトリーチによる地域ニーズ等の把握（コミュ

ニティソーシャルワーカーのネットワーク）、地域福祉活動計画策定（住民の声を反映）、相談機能付
き市民交流スペース開設、生活と安心サポートネットワーク事業（住民相互の生活支援）　等

藤里町：地域包括支援センター・相談支援事業所開設（総合相談機能）、報告・連絡・相談カード活用（職員
の意識向上とニーズ把握、相談援助技術向上、福祉座談会の充実と他機関連携）、介護予防事業「元
気の源さんクラブ」、引きこもり・長期不就労者等実態調査、家庭訪問員の配置、ちょこっとだけ支
援事業（住民相互の生活支援）　等

美郷町：専門職調査・福祉座談会等の実施（地域ニーズの把握）、サポート委員会の設置（サービス開発）、地
域福祉活動計画策定（地域課題を反映）、空き店舗活用の居場所づくり、おたすけマン事業（住民相
互の生活支援）　等

【秋田型総合相談 ・生活支援拠点あり方検討委員会】
Ⅰ総合相談機能について
①既存の各種相談機能を包含した相談拠点の整備
②日常生活圏域への生活支援拠点の整備及びニーズ把握機能の付加
③専門職の養成・配置
Ⅱ生活支援機能について
①集う（高齢者・障害者・児童等の多世代交流拠点として）
②相談・訪問・つなぐ
③生活支援
④地域運営組織機能の付加
Ⅲ総合相談・生活支援拠点の設置について
①町村【単独】総合相談拠点を最低１か所、生活支援拠点は小学校区又は旧小学校区に設置
②町【合併】　 総合相談拠点を最低１か所、旧町村にサテライトの総合相談拠点を設置
③市【単独】　 総合相談拠点を最低１か所、エリアに応じサテライトの設置
④市【合併】　 総合相談拠点を旧市又は人口規模等に応じて設置、旧町村にサテライトの設置

【総合相談・生活支援拠点整備に
　向けて】
・人、モノ、カネ、情報の再編
・多機関協働の包括的支援体制の構築
	 ・高齢、障害、児童、子育て等分野を
問わない多世代交流拠点の整備　等

【トータルケア再構築検討委員会】
①地域福祉推進に向けた現状と課題
②新たな地域福祉推進のあり方　等
※地域福祉トータルケア推進事業要綱の見直し

【市町村社協にヒアリング調査実施】
・地域福祉推進体制状況調査
・少子化ネットワーク活動の状況調査
・住民交流拠点・サロンの設置状況調査

【地域福祉再構築研究会】 ※平成26～27年は 【地域福祉再構築推進事業】
①総合相談支援窓口の整備
②多職種横断的連携システムの構築
③制度外ニーズ対応システムの構築
④公私協働によるアウトリーチ体制の整備
⑤地域福祉を推進する専門職の養成と配置
⑥地域を基盤とした住民活動の支援体制の整備

【地域福祉推進体制上の課題】
・小地域ネットワーク活動等の担い手不足
・近隣住民の関係の希薄化
・行政や多機関との連携・協働
・専門職の確保と資質向上　等

【モデル以外の社協の主な取組み】
三種町：地域福祉計画と地域福祉活動計画の一体的策定、コミュニティソーシャルワーカーの配置　等
小坂町：多世代交流拠点「みんなのお家だんらん」開設、コミュニティソーシャルワーカーの配置　等
大仙市：結いっこサービス（住民相互の生活支援）　等
羽後町：安心安全な街づくりパトロール隊（一人暮らし高齢者世帯等への安否確認と相談、軽度生活支援）　等
東成瀬村：なるせゆいっこ事業（住民相互の生活支援）　等

○地域福祉トータルケア推進事業要綱の見直し （重点項目の修正）
①安心づくり（総合相談・生活支援の仕組みづくり）
②福祉を支える人づくり
③みんなの生きがい・喜びづくり
④福祉による地域活性化（地域福祉推進基盤づくり）

【トータルケアを進めるための課題】
・市町村によって取組みや成果に差
・行政等との連携
・キーパーソンの配置
・必要な財源の確保　等

【地域福祉トータルケア推進事業】　※トータルケアの重点項目を設定
①総合相談・生活支援システムの構築
②福祉を支える人づくり
③介護予防のための健康づくり・生きがいづくり
④福祉による地域活性化
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新
た
な
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

本
会
で
は
、
近
年
の
地
域
福
祉
を
取

り
巻
く
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
県
の
地
域
福
祉
支
援
計
画
策
定
の

動
き
と
連
携
し
、
平
成
30
年
度
を
始
期

と
す
る
新
た
な
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

策
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、期
間
を
６
年
間
と
し
、

国
の
「
我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
共
生
社

会
の
実
現
」
に
向
け
た
施
策
動
向
や
、

全
社
協
が
示
し
て
い
る
社
協
・
生
活
支

援
強
化
方
針
第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
、
全
社
協
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
１

第
２
次
行
動
方
針
を
踏
ま
え
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
今
年
度
、
活
動
計
画
策
定

委
員
会
を
組
織
し
、
こ
の
７
月
と
10
月

に
会
合
を
開
き
、
現
行
計
画
（
平
成
26

年
度
～
）
の
評
価
等
に
つ
い
て
、
検
討

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

❖
現
行
計
画
の
評
価
の
概
要

【
基
本
方
針
１
】

多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
る
生
活

支
援
の
強
化

①
地
域
福
祉
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り

地
域
福
祉
再
構
築
推
進
事
業
や
市
町

村
社
協
へ
の
モ
デ
ル
事
業
等
に
よ
り
全
県

の
地
域
福
祉
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
の
波
及

は
一
部
の
市
町
村
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

②
福
祉
を
支
え
る
人
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
」）
の
養
成
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
専

門
性
を
活
か
し
た
配
置
が
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
福
祉
を
担
う

主
体
形
成
を
目
指
し
た
福
祉
教
育
の
取

組
み
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。

③
生
活
支
援
・
相
談
体
制
の
強
化

認
知
症
高
齢
者
等
の
増
加
、
経
済
的

な
困
窮
や
子
ど
も
の
貧
困
、
社
会
的
孤

立
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
福
祉
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
生
活
支
援
・
相
談
の

仕
組
み
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
災
害
支
援
体
制
づ
く
り

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
・
役
割
や
災
害
時
の
福
祉
支
援
の
理

解
は
、
地
域
に
十
分
浸
透
し
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

【
基
本
方
針
２
】

　
社
会
福
祉
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化

　
と
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

①
福
祉
保
健
従
事
者
の
資
質
及
び
専
門

性
の
向
上

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
が
求
め

ら
れ
る
中
、
福
祉
人
材
の
資
質
向
上
に

向
け
た
取
組
み
の
充
実
が
課
題
で
す
。

②
福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
の
促
進

少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
り
福
祉

ニ
ー
ズ
は
着
実
に
増
大
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
各
産
業
分
野
で
は
慢
性
的
な
人

手
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
福
祉
施

設･

介
護
事
業
所
等
の
人
材
確
保
に
向
け

た
対
策
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

③
社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化

社
会
福
祉
法
人
は
、
平
成
28
年
に
実

施
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に

よ
り
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
の
強
化
や
「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
推
進
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
「
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
」
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
積
極
的
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
基
本
方
針
３
】

生
活
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
た
機

能
強
化

①
生
活
福
祉
課
題
に
対
す
る
調
査
研

究
・
提
言
機
能
の
強
化

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
や
社
会
的
孤

立
等
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
生
じ
て

い
る
新
た
な
生
活
福
祉
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
現
状
の
把
握
や
対
策
の
具
体

化
に
向
け
た
調
査
研
究
・
提
言
機
能
の

強
化
は
不
可
欠
で
す
。

②
県
民
啓
発
・
情
報
提
供
の
推
進

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
民
主
体
の

「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
に
は
、
県
民
に
地
域
福
祉
に
関
す
る

情
報
提
供
や
啓
発
を
継
続
的
に
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
県
民
に
よ
る
寄
附
・
募
金
活
動
の
推
進

本
会
へ
の
寄
附
は
少
し
ず
つ
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
事
業
活
動
収
入
に
占
め

る
割
合
は
０
．
４
％
と
少
な
く
、
地
域

住
民
が
福
祉
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
主

体
的
に
参
加
す
る
福
祉
の
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
県
民
に
よ
る
寄
附
・
募

金
活
動
の
推
進
が
必
要
で
す
。

今
年
度
末
の
次
期
計
画
策
定
を
目
指

し
、
今
後
、
更
に
２
回
の
検
討
委
員
会

を
開
催
す
る
な
ど
作
業
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

【
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
】

•	

地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
市
町

村
社
協
を
含
め
社
協
全
体
の
底

上
げ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

社
協
は
本
来
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
事
業
を
し
て
い
る
か
も
う
一

度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

•	

県
社
協
の
モ
デ
ル
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
他
の
事
業
と
の

繋
が
り
や
事
業
の
意
味
、
全
体

で
の
成
果
が
見
え
て
く
る
。
多

く
の
市
町
村
社
協
が
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。

•	

社
会
福
祉
法
人
が
地
域
の
公
益

活
動
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市

町
村
社
協
が
持
つ
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の

企
画
力
が
必
要
に
な
る
。

•	

県
社
協
は
、
市
町
村
社
協
や
民

生
委
員
、
施
設
や
団
体
、
行
政

と
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
位
置
に
あ

る
。
そ
の
強
み
を
活
か
し
た
計

画
に
し
て
欲
し
い
。
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平
成
24
年
10
月
に
全
社
協
よ
り
示
さ

れ
た
「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方

針
」に
お
け
る「
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
に
よ
る
地
域
福
祉
施
策
の
充

実
を
図
る
た
め
、
行
政
に
地
域
福
祉
計

画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
一
体
的
な
策
定
を
働
き

か
け
、
平
成
27
年
３
月
に

「
第
２
次
横
手
市
地
域
福

祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動

計
画
」が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
お
い
て

は
、
地
域
の
多
様
な
主
体

の
役
割
と
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
各
分
野
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
の
横
断
的
な

関
わ
り
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
基
本
理
念
で
あ
る

「
み
ん
な
が
主
役
！
み
ん

な
で
つ
く
る
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
横
手
」
の
と
お
り
、
横
手
市
に

お
け
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
の
実
現
を
図
る
た
め
、
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
創
設
さ
れ
た
「
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
で

は
、
計
画
の
進
行
・
管
理
を

行
う
推
進
委
員
会
が
平
成
27

年
10
月
か
ら
横
手
市
全
域
で

あ
る
第
１
層
協
議
体
の
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。更

に
は
、平
成
28
年
６
月
、

計
画
の
具
現
化
を
進
め
て
い

た
社
協
に
本
事
業
が
委
託
さ

れ
、
市
の
関
係
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
事
業
の
基
盤
と
な

る
第
２
層
協
議
体
の
設
置
を

進
め
、
今
年
６
月
に
合
併
前

の
旧
市
町
村
８
地
域
へ
の
協

議
体
設
置
が
完
了
し
ま
し

た
。
現
在
は
各
協
議
体
の
事

務
局
と
し
て
、
小
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
を
活
か
し
た

地
域
の
資
源
発
掘
や
課
題
把
握
、
地
域

に
必
要
な
取
組
み
の
検
討
な
ど
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
高
齢
者
支
援
を

中
心
と
し
た
取
組
み
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
将
来
の
地
域
の
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
意
識
啓
発

活
動
や
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
居
場

所
づ
く
り
、
除
雪
を
中
心
と
し
た
共
助

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
対
象
を
限
定

せ
ず
、
地
域
住
民
や
あ
ら
ゆ
る
地
域
資

源
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
み
や
話
合
い
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
基
本
理
念

と
し
た
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活

動
計
画
の
策
定
か
ら
約
２
年
半
。
少
し

ず
つ
そ
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

地域共生社会の実現には、子どもの頃からの意識
付けが重要であると考え、学校やＰＴＡと連携しな
がら意識啓発授業（地域の現状や課題、支えあい活
動を学ぶなど）を行っている協議体もあります。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

社
会
福
祉
法
人 

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

協議体では、すでに地域で取り組んでいる支えあい活
動の情報を共有しながら、活動の更なる充実をめざすと
共に、必要な取組みについて協議しています。

特
集
②

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組
み
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花
輪
ふ
く
し
会
の
地
域
貢
献
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

の
基
本
的
な
考
え
方
を
基
に
、
認
知
症

の
人
を
含
む
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
、
そ
し
て
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
開
設
し
た
認
知

症
カ
フ
ェ
「
ほ
っ
と
な
茶
屋
月
山
の
郷
」

の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
「
ほ
っ
と
な
茶
屋
月
山
の
郷
」
開
所

介
護
老
人
福
祉
施
設
月
山
の
郷
に
併

設
し
た
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業

所
を
平
成
27
年
５
月
に
、
地
域
密
着
型

施
設
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
施
行
に
向
け

て
、
ま
だ
ま
だ
地
域
に
潜
在
し
て
い
る

認
知
症
の
人
を
含
む
高
齢
者
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
方
々
が
多
い
こ
と
に
気
づ

き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
カ
フ
ェ
と
し
て

平
成
28
年
10
月
に
『
ほ
っ
と
な
茶
屋
月

山
の
郷
』
を
開
所
し
ま
し
た
。

○
運
営
に
あ
た
る
実
行
委
員
会
を
設
立

開
設
す
る
に
あ
た
り
第
一
に
地
域
の

方
々
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
募
り

ま
し
た
。
就
任
し
た
委
員
10
人
の
類
別

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
域
自
治
会
長
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
図
書
館
管
理
者
、
医
師
、
薬

剤
師
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼
社
会
福
祉
士
、
施

設
長
、
相
談
員
、
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
、

介
護
福
祉
士
。

こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
立
上
げ

に
向
け
た
協
力
を
い
た
だ
き
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
運
営
費
補
助
の
活
用

平
成
29
年
度
に
鹿
角
市
が
予
算
化
し

た
こ
と
を
受
け
、
運
営
方
針
、
事
業
計

画
、
予
算
案
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
上
限
30
万
円
ま

で
の
運
営
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金
を

運
営
資
金
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
ほ
っ
と
な
茶
屋
月
山
の
郷
活
動
状
況

平
成
28
年
10
月
か
ら
毎
月
第
三
日
曜

日
に
開
催
し
、
参
加
者
は
総
勢
で
12
名

か
ら
15
名
程
度
で
近
隣
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
多
く
参
加
し
て
い
ま

す
。
相
談
者
に
つ
い
て
は
、「
チ
ラ
シ
を

見
て
来
ま
し
た
。」
と
い
う
鹿
角
市
外
の

認
知
症
の
方
の
ご
家
族
も
あ
り
、
関
係

機
関
の
紹
介
な
ど
次
に
繋
げ
る
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
を
対
象
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
四
回
開
催

し
、
53
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
認
知
症
の
方
へ

の
接
し
方
等
を
学
び
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
こ
の
11
月
に
は
、
市
民

公
開
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
テ
ー

マ
は
、『
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～
一
人
ひ
と

り
の
物
語
を
大
切
に
し
た
対
応
～
』
で

す
。
回
想
法
を
取
り
入
れ
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
活
用
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
な
ぜ
カ
フ
ェ
が
必
要
な
の
か
な
ど

の
理
解
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
格

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
を
基
本
に
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
話
し
相
手
・

折
り
紙
・
紙
芝
居
・
お
や
つ
作
り
な
ど
、

参
加
者
と
顔
な
じ
み
に
な
り
一
緒
に
和

気
あ
い
あ
い
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

○
今
後
の
課
題

『
ほ
っ
と
な
茶
屋
月
山
の
郷
』
は
、
人

の
往
来
が
少
な
い
場
所
に
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か

地
域
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
自
治
会
へ
の
宣
伝
、
地

元
の
鹿
角
き
り
た
ん
ぽ
Ｆ
Ｍ
で
の
報

道
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど

広
報
活
動
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
参

加
者
の
感
想
や
楽
し
か
っ
た
内
容
な
ど

を
口
コ
ミ
で
広
め
て
い
く
こ
と
が
地
域

に
根
ざ
し
た
カ
フ
ェ
に
大
事
な
こ
と
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
ほ
っ
と
な
茶
屋
月
山
の
郷
」
の
取
組
み

社
会
福
祉
法
人
花
輪
ふ
く
し
会
（
鹿
角
市
）

特
集
③

社
会
福
祉
施
設
の
取
組
み
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井
川
町
は
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
観
光
名
所
で
あ
る
「
日
本
国
花
苑
」

に
は
、
全
国
か
ら
集
め
た
40
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
ぶ
桜
の
樹
園
や
バ
ラ
園
が
あ
り
、
桜

の
ほ
か
、
バ
ラ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
四
季
折
々

の
花
が
咲
き
、
い
つ
訪
れ
て
も
楽
し
め

る
公
園
で
す
。
そ
ん
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

桐
ヶ
丘
は
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

当
施
設
は
昭
和
61
年
に
「
身
体
障
害
者

療
護
施
設
桐
ヶ
丘
療
護
園
」
と
し
て
事
業

を
開
始
、
平
成
21
年
に
は
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
事
業
移
行
に
伴
い
、
施
設

名
称
を
「
障
害
者
支
援
施
設
桐
ヶ
丘
」
と

し
、
今
年
で
32
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
心

豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
利
用

者
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
職
員
と
し
て

の
資
質
を
高
め
な
が
ら
、
地
域
社
会
と
連

携
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
、
誰
も
が
利
用
し
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
桐
ヶ
丘
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
中
の
活
動
と
し
て
、
外
部
講
師
に
よ

る
陶
芸
教
室
、
書
道
教
室
、
箏
教
室
を
そ

れ
ぞ
れ
月
１
回
実
施
し
、
個
々
の
創
作
活

動
の
支
援
と
、
日
々
の
生
活
に
潤
い
と
生

き
が
い
を
見
出
せ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。年

間
の
主
要
行
事
で
は
、
隣
接
し
て
い

る
井
川
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら

苑
と
合
同
で
開
催
す
る
夏
ま
つ
り
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
方
々
の
協
力
で
、
焼
き
鳥

や
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

出
店
も
賑
わ
い
、
好
評
で
し
た
。
そ
し
て

メ
イ
ン
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
フ
レ

イ
ア　

マ
ナ
ラ
ニ　

フ
ラ
ス
ク
ー
ル
」
様

に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
頂
き
、

南
国
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
優
雅
に
踊
る
姿

は
、
利
用
者
や
ご
家
族
の
心
を
癒
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
ふ
れ
あ
い

交
流
会
、
桐
ヶ
丘
祭
等
の
様
々
な
行
事
を

企
画
し
、
利
用
者
の
日
々
の
充
実
、
ま
た

ご
家
族
と
の
交
流
を
深
め
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

当
施
設
の
利
用
者
は
21
歳
か
ら
83
歳
と

幅
広
い
年
齢
層
で
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
利
用

者
の
健
康
の
維
持
向
上
や
、
主
体
的
に
生

き
が
い
を
持
っ
て
毎
日
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
、
気
持
ち
を
汲
み
取
り
な
が
ら
支

援
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
今
後
も
自

己
研
鑽
に
努

め
、
専
門
性
を

高
め
て
質
の
高

い
支
援
を
提
供

で
き
る
よ
う
精

進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

職
場
紹
介リ

レ
ー
No18

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
員
施
設
・
市

町
村
社
協
等
の
広
報
担
当
者
に
よ
る
職
場

紹
介
を
リ
レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

『
利
用
者
と
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

施
設
づ
く
り
』

社
会
福
祉
法
人 

井
川
町
福
祉
会

障
害
者
支
援
施
設 
桐
ヶ
丘

 

生
活
支
援
員　

湊　
　
　

悠
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秋
田
県
で
は
、
今
年
６
月
か
ら
、
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護
事
業
所
を

評
価
し
、
公
表
す
る
「
秋
田
県
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
認
証
評
価
制
度
」
を
開
始
し
ま
し

た
。就

労
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
多
く
の
業

界
が
人
材
不
足
に
陥
る
中
、
介
護
施
設
が
そ

の
役
割
を
発
揮
し
続
け
る
た
め
に
は
、
求
職

者
か
ら
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
職
員
の
「
処
遇
の
改
善
」
や
「
育
成
」

な
ど
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
事
業
所
を

県
が
認
証
す
る
こ
と
で
、
働
き
や
す
く
、
や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
支
援

し
、
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

◆	

介
護
の
仕
事
の
魅
力
発
信

◆	

計
画
的
な
人
材
育
成

◆	

客
観
的
な
給
与
体
系
の
導
入

◆	

育
児
や
介
護
と
仕
事
の
両
立

◆	

地
域
と
の
交
流

◆	

関
係
法
令
の
順
守

◆	

魅
力
あ
る
職
場
を
選
ぶ
た
め
の
情
報
が

入
手
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆	

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
多
様
な
働

き
方
が
で
き
ま
す
。

◆	
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
り
優
秀
な
人
材

が
集
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆	

職
場
環
境
の
整
備
に
よ
り
、
職
員
の
定

着
に
つ
な
が
り
ま
す
。

―
制
度
導
入
の
ね
ら
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
化
率
ト
ッ
プ
が
続
く
秋
田
県
は
、

介
護
が
必
要
と
な
る
方
が
増
加
し
て
い
く
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
ま
す
ま
す
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
担
う
介
護
人
材
の
必
要
性

が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
秋
田
県
は
人

口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
介
護
人
材
を
ど
う

や
っ
て
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

介
護
人
材
の
確
保
対
策
は
、
こ
れ
を
や
れ

ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で
、
複
合
的

に
色
々
な
こ
と
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

県
で
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
取
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
は
、
人
材

確
保
の
基
盤
と
な
る
施
策
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
京
都
府
な
ど
先
行
自
治
体

の
好
事
例
を
参
考
に
、
有
識
者
の
方
々
の
意

見
を
踏
ま
え
、
秋
田
県
版
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
て
制
度
を
構
築
し
ま
し
た
。

―
制
度
の
導
入
に
向
け
て
、
様
々
な

　
事
業
所
を
訪
問
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、「
人
材
が
足
り
な

い
と
言
っ
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
、
介

護
実
習
生
の
積
極
的
な
受
入
れ
や
、
職
場
体

験
の
実
施
な
ど
、
独
自
に
様
々
な
工
夫
を
し

て
職
員
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
努
力
を
、
こ
の
制
度

を
通
し
て
求
職
者
の
皆
さ
ん
に
「
見
え
る
化
」

し
て
、
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
。

―
こ
の
制
度
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
魅
力
は
、
地
域
の
人
し
か
知

ら
な
い
ご
く
限
定
的
な
情
報
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

配
信
す
れ
ば
、
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
今
の
若
い
人
た
ち
は
み
ん
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
う
の
で
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

取
組
み
の
「
見
え
る
化
」
が
事
業
所
の
人
材

確
保
の
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
先
駆
的
な
取
組
み
を
し
て
い
る

事
業
所
も
、
認
証
取
得
の
た
め
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
見
て
「
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
足

り
な
い
部
分
が
あ
る
と
分
か
っ
た
」
と
参
考

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
へ
参
加
宣
言
を
し
た
後
は
、

人
材
を
確
保
し
や
す
い
職
場
の
取
組
を
体
系

的
に
整
理
す
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、専
門

家
に
よ
る
無
料
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

求
職
者
や
働
い
て
い
る
人
の
視
点
で
職

場
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
で
、
事
業
所
だ

け
で
は
気
づ
き
に
く
い
部
分
の
改
善
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

―
最
後
に
、
読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

各
種
の
支
援
策
や
優
遇
措
置
な
ど
は
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
踏
ま
え
、
現
在

の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
良
い
制
度
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
証
評
価
す
る
項
目

制
度
運
用
の
メ
リ
ッ
ト

制
度
を
所
管
す
る
秋
田
県
長
寿
社
会

課
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
!!

認
証
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト

県
に
よ
る
公
表

宣　　　言

認 証 審 査

認　　　証

認証申請の
手続き

評価項目の
準備

継続した
取組み

制度の流れ

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
認
証    

　
評
価
制
度
」
と
は

学
生
・
求
職
者

事
業
所

秋
田
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

認
証
評
価
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

秋田県健康福祉部 長寿社会課
千葉　雅也 課長
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―
制
度
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は

　
な
ぜ
で
す
か
。

制
度
を
聞
い
て
一
番
に
認
証
を
受
け
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
近
年
は
、
経
営
形
態
・

施
設
の
種
類
が
多
く
あ
り
、
利
用
者
の
皆
様

は
選
ぶ
基
準
が
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
る
と

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

認
証
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

皆
様
か
ら
、
信
頼
と
安
心
を
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―
す
で
に
認
証
申
請
も
終
え
ら
れ
た
と
の

　
こ
と
で
す
が
、
実
際
に
制
度
を
利
用
し
て

　
み
て
ど
う
で
す
か
。

月
１
回
開
催
す
る
、
施
設
の
職
員
会
議
で

の
勉
強
会
で
、
認
証
評
価
制
度
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
た
だ「
参
加
す
る
」で
は
な
く
、「
ど

う
し
て
参
加
す
る
の
か
」
と
い
う
考
え
方
の

基
本
を
、
現
場
の
職
員
が
み
ん
な
で
共
有
し

な
け
れ
ば
、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。	

こ
の
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸

規
程
の
見
直
し
等
を
含
め
基
本
的
な
こ
と
を

職
員
と
一
緒
に
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と

に
加
え
、
今
後
施
設
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

更
に
外
部
か
ら
の
視
点
や
評
価
の
大
切
さ
に

つ
い
て
も
、
職
員
と
共
有
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

―
人
材
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
聞
か
せ
て

　
く
だ
さ
い
。

職
員
を
守
る
の
は
経
営
者
の
役
割
で
す
。

資
格
を
取
り
た
い
職
員
は
、
実
習
で
現
場
を

１
ヵ
月
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
も
、
み

ん
な
で
応
援
し
ま
す
。
現
場
で
働
き
な
が
ら

社
会
福
祉
士
な
ど
資
格
を
取
得
し
た
職
員
が

何
人
も
い
ま
す
。
勉
強
し
て
き
た
職
員
が
法

人
内
の
各
施
設
を
回
っ
て
、
教
え
る
役
割
を

担
い
ま
す
。
そ
れ
が
施
設
の
財
産
に
な
る
ん

で
す
。	

現
在
、
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
る
施

設
が
あ
っ
て
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
職
員
に
出

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
が
気
づ
か

な
い
部
分
を
聞
け
る
し
、
職
員
も
施
設
に
愛

着
が
わ
き
ま
す
よ
ね
。
時
代
は
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
か
ら
、
職
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

介
護
の
現
場
は
、
毎
日
感
動
が
あ
る
ん

で
す
。
し
か
し
、
満
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。
更

な
る
高
み
を
目
指
す
が
故
に
、
こ
の
仕
事
を

離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

制
度
へ
の
参
加
を
宣
言
し
た
中
央
会

理
事
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
!!社会福祉法人 中央会（由利本荘市）

藤井　蘭子 理事長

【
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
】

秋
田
県
健
康
福
祉
部
長
寿
社
会
課

☎
０
１
８–

８
６
０–

１
３
６
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
）

http://w
w
w
.pref.akita.lg.jp/pages/

archive/25436
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【
平
成
29
年
９
月
末
日
現
在
】

ご
寄
附

・
日
本
人
形
押
絵
作
家
協
会　

様
１
５
，
９
０
３
円

物
品
預
託

・
北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

様

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子　

９
台

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車
椅
子　

５
台

☟
県
内
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
２
ヵ
所

県
内
老
人
福
祉
施
設
９
ヵ
所

県
内
障
害
福
祉
施
設
３
ヵ
所

皆

様

の

善
意

北日本コンピューターサービス
株式会社様

9 月 26 日（火）
贈呈式を行いました。

【
善
意
の
募
集
に
つ
い
て
】

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
使
途
に
関
す
る
ご
希
望
に
つ
い
て
】

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
な
ど
地
域
福
祉

の
推
進
全
般
に
お
い
て
活
用
す
る
「
一
般
寄

附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途
を
特
定
す
る
「
指

定
寄
附
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１–

５

℡
０
１
８–

８
６
４–

２
７
１
１

　

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
で
は
、
交

通
・
労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り
、
父
や

母
が
亡
く
な
っ
た
り
、
重
い
障
害
を
も
っ

た
場
合
に
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の

心
身
と
も
に
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い

見
舞
金
や
小
中
学
校
入
学
祝
金
、
中
学

校
卒
業
祝
金
等
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

全
国
語
学
教
育
学
会　

様

１
，
３
０
０
円

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

３
５
，
０
０
０
円

・
Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
秋
田
支
部　

様

・
Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核
会
秋
田
支
部　

様

９
３
，
３
４
７
円

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

生
命
保
険
協
会
秋
田
県
協
会
様
（
会
長

江
崎	

孝
俊
様
）
か
ら
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
次
の
団
体
・
施
設
に
軽
自
動

車
及
び
福
祉
募
金
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

福
祉
巡
回
車
両

・
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会　

様

ふ
れ
あ
い
福
祉
募
金

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

か
づ
の
活
動
セ
ン
タ
ー
出
発
の
家　

様

・
障
が
い
者
支
援
事
業
所　

逢
い　

様

・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の　

様

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
太
陽
の
園
」　

様

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ひ
だ
ま
り　

様

平
成
29
年
度 

生
命
保
険
協
会
秋
田
県

協
会
様
に
よ
る「
福
祉
巡
回
車
」及
び

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
募
金
」贈
呈
式

指
定
寄
附　

３
件

・
秋
田
友
の
会　

様
５
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
大
正
琴
連
盟　

様

１
４
７
，
０
０
０
円

・
地
球
交
響
曲
を
秋
田
で
上
映
す
る
会	

様

２
３
，
４
９
９
円

☟
大
雨
被
害
見
舞
金
と
し
て
大
仙
市
へ
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平成２９年

   

年度共同募

   

 平成
【助

    助成

募金運動啓発

    

2９年度
助成計画の概

あなた

あなた

あなた

 秋⽥県

 災害等

秋⽥県
成計画の詳細

発ポスター

   

度秋⽥県募
概要】 

たの町の社

たの町の福

たの町で運

県内の広域

等準備⾦の積

県全体で運
については、

   

募⾦⽬標額

社会福祉協議

福祉団体や

運動を進める

域的・先駆的

積⽴や災害時

運動を進める
本会ホームペ

   

額 201

議会の活動

ＮＰＯの活

るための経

的な福祉活

時の緊急配分

るための経
ページをご覧

   

,376,3

動に… 

活動に… 

経費に… 

活動に… 

分⾦に…  

経費に… 
覧ください。 
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45.8%
17.3%

6.5%
7.7%

4.7%

18.0%

円 

%
%
%
%

%
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たの町の福

たの町で運

県内の広域

等準備⾦の積
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
助
け
合
い
と
思
い
や
り
の
気
持
ち
に

支
え
ら
れ
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」
の
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
は
今
年
、
運
動
開
始
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
や
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
福
祉
団
体
の
活
動
、「
社
会
課
題
解

決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
地
域
か
ら
孤
立
を
な
く
す
こ
と
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
る
団
体
の
事
業
等
に
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
も
共
同
募
金
は
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
７
月

22
日
に
発
生
し
た
秋
田
県
大
雨
災
害
で
は
、
床
上
浸
水
等
の
被
害
を

受
け
た
方
々
へ
の
見
舞
金
や
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
・
運
営
経
費
に
、
寄
付
金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
善
意
は

赤
い
羽
根
を
通
じ
て
、
秋
田
の
町
を
良
く
す
る
様
々
な
活
動
に
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
地
域
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
運
動
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

運動期間 平成29年10月 1 日（日）～平成30年 3 月31日（土）

今年度秋田県キャッチコピー

ありがとう ちいさな想い 届いたよ
（羽後町立羽後中学校２年　飯塚楓乃さんの作品）
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日
発
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【助成計画の概要】

あなたの町の社会福祉協議会の活動に…

あなたの町の福祉団体やＮＰＯの活動に…

あなたの町で運動を進めるための経費に…

秋田県内の広域的・先駆的な福祉活動に…

災害等準備金の積立や災害時の緊急配分金に…

秋田県全体で運動を進めるための経費に…
助成計画の詳細については、本会ホームページをご覧ください。

平成２９年度共同募金運動啓発ポスター 

平成 ９年度秋田県募金目標額 円
【助成計画の概要】

あなたの町の社会福祉協議会の活動に…

あなたの町の福祉団体やＮＰＯの活動に…

あなたの町で運動を進めるための経費に…

秋田県内の広域的・先駆的な福祉活動に…

災害等準備金の積立や災害時の緊急配分金に…

秋田県全体で運動を進めるための経費に…
助成計画の詳細については、本会ホームページをご覧ください。

平成２９年度共同募金運動啓発ポスター 

平成 ９年度秋田県募金目標額 円
【助成計画の概要】

あなたの町の社会福祉協議会の活動に…

あなたの町の福祉団体やＮＰＯの活動に…

あなたの町で運動を進めるための経費に…

秋田県内の広域的・先駆的な福祉活動に…

災害等準備金の積立や災害時の緊急配分金に…

秋田県全体で運動を進めるための経費に…
助成計画の詳細については、本会ホームページをご覧ください。
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【助成計画の概要】
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秋田県全体で運動を進めるための経費に…
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平成２９年度共同募金運動啓発ポスター 
社会福祉法人
秋田県共同募金会
http://www.akaihane-

akita.or.jp/

赤い羽根　あきた 検索

赤い羽根の妖精
はねっち
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